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兵庫県堆きゅう肥共励会 
「おおや有機」が最優秀賞を受賞 

 
耕畜連携の強化により、良質な堆きゅう肥の流通・利用の推進を図るため、（公社）兵庫県畜産

協会が主催している令和６年度兵庫県堆きゅう肥共励会で、養父市おおや堆肥センター（養父市大
屋町宮垣）の製造する牛ふん堆肥「おおや有機」が、大家畜部門で最優秀賞（兵庫県知事賞）を
受賞しました。 
同会で「おおや有機」が上位入賞するのは、2014年以来、3年ぶり 8回目です。 

 
 
 
 
 
 
 

 

 
（公社）兵庫県畜産協会は、悪臭防止や汚水処理等の畜産環境問題の解決とともに資源としての

堆きゅう肥の有効利用を図るため、毎年県内の畜産農家、堆肥センターから堆きゅう肥を募集し、優秀な
ものを選定する「兵庫県堆きゅう肥共励会」を毎年開催しています。 
今年度は、県内畜産農家、堆肥センターから 33点の応募があり、成分分析、外観・臭気などの官能

審査の結果、最優秀賞（兵庫県知事賞）2点、優秀賞（兵庫県畜産協会長賞）5点、優良賞
（兵庫県畜産協会賞）15点が選定されました。 
 市内の畜産農家から持ち込まれる牛のふん尿などから牛ふん堆肥を製造する養父市おおやたい肥センタ
ーは、2014年以降、同会で最優秀賞を５回、優秀賞を２回受賞しており、今回で６回目となる最優
秀賞を受賞しました。 
 今回は、製品自体の水分や炭素率（Ｃ／Ｎ）が良好で、色相や形状、臭気を審査する官能評価で
最高評価を得たほか、現地審査では、堆肥の発酵熟度をあげる工夫や販売への積極的姿勢、有機の
郷づくりをすすめる中心施設となっていることなどが評価されました。 
 
「おおや有機」 
１ 製造方法 
（１）畜産農家から持ち込まれる牛のふん尿とモミガラや米粉、剪定くず、戻し堆肥を混ぜ合わせる。
（２）堆肥化施設に投入しブロアーで強制吸気をかけ、スクープ式攪拌機で１日１回切り返し発酵を
促進させ堆肥化する。※約 25営業日で製品化 
２ 製品種類 
（１）バラ 手積み、重機での積み込み 
（２）フレコン 400㎏入りフレコンバッグ（袋は回収） 
（３）小袋 15㎏入り 
３ 販売先 
（１）小袋 ＪＡたじま営農センター、フルーツの里やぶ、おおや堆肥センター、建屋校区自治協議会 
（２）フレコン おおや堆肥センター（春・秋の散布期は、ＪＡたじま八鹿営農生活センターでも受付） 
（３）バラ おおや堆肥センター 

 
【問合せ】 
産業環境部 農林振興課 課長 谷 徳充 担当者 足立 武彦  
電話 079-664-0284 
※おおや堆肥センターの取材を希望する場合は、事前にご連絡ください。 

 


